
 

第４章 南部丘陵に関する市民意識 

 

１ 緑の保全と創出に向けたアンケート調査 
 

（１）アンケート調査 

１）実施要領 

○調査対象：市内在住の 18 歳以上の男女から 3,000 人を区・男女の偏りがないよう無作為に抽

出（住民基本台帳データを使用） 
○調査方法：郵送配布・郵送回収、督促無し 
○調査期間：平成 22 年 10 月 18 日（月）～ 10 月 31 日（日） 
 

 ２）回収状況 

○有効配布数：2,958 件（転居先、住所不明などで 42 件の返送） 

○回収数：1,414 件、回収率約 47.8％ 

○有効回答数：1,382 件、有効回答率 46.7％ 

 
３）回答者の属性 

回答者の属性（性別、年代、居住区）を示す。 
 

10代 2.0%

20代
7.9%

30代
16.5%

40代
14.2%

50代
16.1%

60代
22.6%

70代以上
20.8%

不明・無回答
0.1%

回答者総数

1,382人

 

堺区
17.4%

中区
12.7%

東区
11.0%

西区
15.9%

南区
21.8%

北区
16.8%

美原区 4.2% 不明・無回答
0.1%

回答者総数

1,382人

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

男性
42.0%

女性
57.7%

不明・無回答
0.2%

回答者総数

1,382人

 
図 4.1.1 性別 図 4.1.2 年代 図 4.1.3 居住区  

 
 

 

（２）調査結果 
 

１）南部の丘陵地の知名度 

  

知っている
42.2%

何となく知って

いる（聞いたこ

とはある）
25.8%

知らない
27.6%

不明・無回答
4.3%

回答者総数

1,382人

「知っている」と答えた方が最も多く 42.2%、

次いで「知らない」が 27.6%、「何となく知って

いる（聞いたことはある）」が 25.8%となってい

る。 
 
 
 
 

図 4.1.4 知名度 
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 ２）南部の丘陵地の利用・来訪経験  

 
「堺・緑のミュージアムハーベストの丘」と答えた方が最も多く 64.1%、次いで「堺公園墓地」

が 29.1%、「みかん狩り園」が 23.6%、「行ったことがない」が 22.9%、「櫻井神社」が 22.8%となっ

ている。 
南部の丘陵地の利用・来訪経験
（複数回答；回答者総数=1,382人）
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行ったことがない

その他

不明・無回答

（%）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 4.1.5 南部丘陵の利用・来訪経験 
 

３）南部の丘陵地の緑地保全について  

 
「進めるべきだと思う」と答えた方が最も多く 50.7%、次いで「どちらかといえば進めるべきだ

と思う」が 32.4%となっており、両方を合わせると 83.1％となる。南部丘陵の緑地保全に肯定的

な意見が全体の８割以上を占める。 

一方、「進めるべきだとは思わない」が 1.2％、「あまり進めるべきだとは思わない」が 3.0％と、

合わせて 4.2％（58 人）となっている。 

 

その理由としては、「他にもっと 

すべきことがあり優先度が低いと思 

うから」と答えた方が 34 人、「市内 

に、すでに十分に緑はあると思うか 

ら」が 13 人などとなっている。 

 
 
 
 
 

進めるべきだ

と思う
50.7%

どちらかとい

えば進めるべ

きだと思う
32.4%

あまり進める

べきだとは思

わない
3.0%

進めるべきだ

とは思わない
1.2%

わからない
9.6%

不明・無回答
3.2%

回答者総数

1,382人

図 4.1.6 南部の丘陵地の緑地保全について 
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 ４）南部の丘陵地の緑地保全を進めるべき理由  

 
前問で、南部の丘陵地の緑地保全について「進めるべきだと思う」あるいは「どちらかといえ

ば進めるだと思う」と答えた 1,148 人の方に対する設問である。 

「花や動植物、風景などにより、季節を感じられる大切な場所だから」と答えた方が最も多く

69.6%、次いで「緑によってまちを涼しくしたり、空気をきれいにしたりする効果が期待できるか

ら」が 61.8%、「癒しの場として活用できそうだから」が 57.8%、「自然の動植物の保全につながる

から」が 55.3%となっている。 

 
 南部の丘陵地の緑地保全を進めるべき理由

（複数回答；回答者総数=1,148人）

57.8

55.3

52.8

51.0

45.5

41.9

32.1

24.6

11.1

1.7

0.5

69.6

61.8

0.0 25.0 50.0 75.0

花や動植物、風景などにより、
季節を感じられる大切な場所だから

緑によってまちを涼しくしたり、
空気をきれいにしたりする

効果が期待できるから

癒しの場として活用できそうだから

自然の動植物の保全につながるから

樹林地や農地などが残る
なつかしい里山景観を守ったり、

良くしたりできるから

緑が二酸化炭素（CO2）を吸収するな
ど、低炭素社会に貢献できるから

遊びや余暇活動に活用できるから

教育や学びの場として活用できるから

緑地が自然のダムとなり
河川への雨水流出を緩和するなど、

災害防止につながるから
市内にまとまった緑地があることが

政令指定都市としての
堺市の誇りにつながるから

市内の北部地域の市民との交流や南
部地域の活性化につながるから

その他

不明・無回答

（%）

 

図 4.1.7 南部の丘陵地の緑地保全を進めるべき理由 
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 ５）「堺市緑の保全基金」への寄付金について  

 
「年間一人当たり 500 円程度であれば協力してもよい」と答えた方が最も多く 30.0%、次いで「年

間一人当たり 1,000 円程度であれば協力してもよい」が 21.9%、「年間一人当たり 100 円程度であ

れば、協力してもよい」が 18.3%となっている。 

「年間一人当たり 500 円程度」以上と回答された方を合わせると、56.7％となり、６割近くの

方が年間一人当たり 500 円以上の寄付の意向がある。 

 
 
 
 
 
 

1,000円以上
4.8%

1,000円程度
21.9%

500円程度
30.0%

100円程度
18.3%

協力するつも

りはない
13.7%

その他
3.3%

わからない
6.4%

不明・無回答
1.6%

回答者総数

1,382人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 4.1.8 堺市緑の保全基金への寄付金について 
 
 

グラフ上の表記は以下の項目の略記である。 
「1,000 円以上」→ 年間一人当たり 1,000 円以上であっても、協力してもよい 

「1,000 円程度」→ 年間一人当たり 1,000 円程度であれば、協力してもよい 

「500 年程度」 → 年間一人当たり 500 円程度であれば、協力してもよい 

「100 円程度」 → 年間一人当たり 100 円程度であれば、協力してもよい 

「協力するつもりはない」→ あえて資金面で協力するつもりはない 
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